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コラム

「福来（ふくれ）みかん」　筑波山麓で栽培される小粒のみかんで、日本書紀に記載されているほどの
歴史があるそうです。香りが良く、皮は七味唐辛子の材料として珍重されています。
縁起をかついで、福が来る＝福来みかんとなったといわれています。（雪入地内）
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今
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

報
告
第
７
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

▽
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
平
成
20

年
度
の
決
算
に
お
い
て
算
定
し
た

か
す
み
が
う
ら
市
の
健
全
化
判
断
比

率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
報
告
す
る

も
の
で
す
。

　

議
案
第
48
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
同
意
企
業
立
地

重
点
促
進
区
域
に
お
け
る
緑
地
面
積

率
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

「
可
決
」

▽
企
業
立
地
促
進
法
の
規
定
に
基
づ

き
、「
茨
城
県
石
岡
・
か
す
み
が
う

ら
地
域
産
業
活
性
化
基
本
計
画
」
に

定
め
る
「
重
点
促
進
区
域
」
に
位
置

付
け
ら
れ
た
市
内
６
箇
所
の
工
業
団

地
に
つ
い
て
、
緑
地
面
積
率
等
を
緩

和
す
る
こ
と
に
よ
り
企
業
の
新
規
立

地
や
規
模
拡
大
な
ど
を
促
進
し
地
域

経
済
の
基
盤
強
化
を
図
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
49
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
企
業
立
地
促
進

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

「
可
決
」

▽
本
市
に
事
業
所
を
新
設
又
は
増
設

を
行
う
企
業
に
対
し
、
助
成
金
等
の

交
付
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
立
地
促
進
と
雇
用
拡
大
を
図
る

た
め
、条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
50
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
特
別
職
の
職
員

で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て「

可
決
」

▽
消
費
生
活
相
談
員
を
拡
充
す
る
た

め
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

　

議
案
第
51
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

「
可
決
」

▽
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
市
民
税
等
の
課
税
事
務
に
つ
い

て
も
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
た
め
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

議
案
第
52
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
産
業
活
動
の
活

性
化
及
び
雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め

の
固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

「
可
決
」

▽
本
市
に
お
け
る
企
業
の
設
備
投
資

を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、
企
業

立
地
促
進
法
に
基
づ
く
「
重
点
促
進

区
域
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
市
内
６

箇
所
の
工
業
団
地
に
お
い
て
、
事
業

者
が
行
う
設
備
投
資
に
対
し
固
定
資

産
税
の
免
除
期
間
を
５
年
と
す
る
条

例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

議
案
第
53
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

「
可
決
」

▽
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

の
実
現
、
道
路
関
連
整
備
並
び
に

小
・
中
学
校
の
施
設
整
備
等
に
要
す

る
経
費
等
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
第
54
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

「
可
決
」

　

議
案
第
55
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

「
可
決
」

9月定例会提出議案

　平成21年第３回定例会が、９月１日から９月18日までの18日間の会期で開催
されました。今定例会では、決算審査特別委員会を設置後、各特別委員会へ付託し、
平成20年度各会計決算を審査しました。また、条例の制定及び一部改正、平成21
年度各会計補正予算などについて、各所管の常任委員会へそれぞれ付託して審査
を行ったほか、２日、３日の２日間において一般質問（後頁p9〜10）が行われました。

平成21年　第３回定例会
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議
案
第
56
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

「
可
決
」

　

議
案
第
57
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

「
可
決
」

　

議
案
第
58
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

「
可
決
」

　

議
案
第
59
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

「
可
決
」

　

議
案
第
60
号

　

平
成
21
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

「
可
決
」

　

議
案
第
61
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
62
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
63
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
64
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
65
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
66
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て「

認
定
」

　

議
案
第
67
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
68
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

土
地
取
得
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

「
認
定
」

　

議
案
第
69
号

　

平
成
20
年
度
か
す
み
が
う
ら
市

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

「
認
定
」

　

議
案
第
70
号

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

▽
消
防
本
部
東
消
防
署
に
配
備
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
「
高
規
格
救
急
自

動
車
並
び
に
高
度
救
命
処
置
用
の
資

機
材
」
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

「
可
決
」

　

委
員
会
発
議

　

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
（
案
）

「
可
決
」

　

議
長
発
議

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
に
つ
い
て

「
決
定
」

　

議
長
発
議

　

議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

「
決
定
」

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

　

請
願
第
２
号

　

農
地
法
の
「
改
正
」
に
反
対
す
る

請
願

「
不
採
択
」

　

請
願
第
４
号

　

教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
請
願

「
採
択
」

９月定例会提出議案
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一般会計決算審査特別委員会　（9月8日開催）

◦平成20年度かすみがうら市一般会計、土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について

一般会計決算額【歳入】157億932万2,975円
　　　　　　　　【歳出】144億575万3,155円

【審査内容の主なもの】
Ｑ：固定資産税が5.3％伸びている理由は。
Ａ：主なものとしては、一般住宅その他の建物の新増築、償却資産の平成19年度に設備投資した
　　分の課税分が影響しているものと考えます。
Ｑ：特別土地保有税について伺う。
Ａ：地方税法が改正され付則において、経済情勢が変わるまでは当分の間保有税を課さない規
　　定で、課税をしていないのが現状です。
Ｑ：宍倉出張所について。
Ａ：地権者との契約が平成22年３月31日で終了しますので、併せて中央出張所を充実させる意
　　味でも、廃止の方向で検討しております。
Ｑ：下水道区域内でも、高度処理合併浄化槽に対して補助金が出るのか。
Ａ：遠距離の場合、区域から除外する了解を頂いた中で希望に応じています。補助の基準額を
　　定めておりますが、昨年から森林湖沼環境税の関係で県が補助金を上乗せをしております。
　　５人槽の場合、国･県・市合わせて44万4千円、上乗せ分22万円、合計66万4千円の補助額にな
　　ります。
Ｑ：粟田橋整備事業について、石岡市の寄付金について。
Ａ：総事業費７億915万３千円。茨城県３億5,098万３千円、石岡市との内訳負担率で、かすみが
　　うら市２億4,032万3,232円、石岡市１億1,784万6,768円の内容で精算になり20年度末で完了
　　しましたが、石岡市とは21年度へ精算調整を持ち越しております。
Ｑ：コミュニティバス運行事業費補助金について、見直しの必要があると思うが。
Ａ：コミュニティバスについて、年間302日運行、利用者数としては少ないと思うが、交通弱者に
　　とっては有効な手段なのかと考えております。かすみがうら市地域公共交通会議において、
　　総合年間計画を策定しますので、その中でコミュニティバス等の取り扱いも検討していき
　　ます。霞ヶ浦地区の路線バスが廃止になり、乗り合いタクシーの制度を設けましたがあく
　　までも暫定的であり、現在、国の支援を頂き、３箇年計画で市の実情に合った新しい交通体
　　系を整備し、効率的なより市民にとって便利
　　な形を構築中であります。
Ｑ：宝くじ整備事業助成金2,500万円の内容は。
Ａ：教育委員会公用バス1台、保育所バス3台
　　を購入しております。

　一般会計、特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会を設置し、全議案原案のとおり認定
されました。更に、本会議で報告し、賛成多数で認定されました。

▲粟田橋

決算審査特別委員会
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特別会計・水道事業会計決算審査特別委員会　（9月8日開催）

◦平成20年度かすみがうら市国民健康保険、老人保健、後期高齢者医療、下水道事業、農業集落排
　水事業、介護保険特別会計歳入歳出決算、水道事業会計決算の認定について

特別会計決算額【歳入】92億5,724万9,557円
　　　　　　　　【歳出】90億1,128万8,250円
水道会計【収益的収入】10億7,299万   722円　【収益的支出】  9億8,948万2,747円
　　　　　【資本的収入】  5億7,054万2,032円　【資本的支出】  9億3,356万7,811円

【審査内容の主なもの】
Ｑ：国保税について、平成20年度の収納率が87.7％、下がった理由は。
Ａ：約３％下がった理由については、75歳以上の世帯主の方、納税率の高かった方が後期高齢
　　者医療制度に移った状況があると思います。他市町村の状況も同じです。
Ｑ：国保税の不納欠損の主な理由は。
Ａ：執行停止３年経過後１件、納付納入義務の即時消滅15件、時効消滅463件、合計479件で7,897
　　万941円です。
Ｑ：徴収員を減らした理由は。また、滞納者に対してどういう対応をしているのか。
Ａ：徴収員については、平成20年度10名から本年５名となっておりますが、昨年同様の業務量を
　　受け持っていただき、債務承認した方の徴収をしております。平成21年度については、催告
　　センターに人員を配置し、さらに実績を上げるということです。
　　滞納者によりケースが異なりますが、職員が電話、聞き取り、納税相談をしております。
Ｑ：介護保険事業の中で、総人口に対して65歳以上の高齢者と介護認定者の率は。
Ａ：第１号被保険者数は9,598名、認定者数1,312名、認定率13.7％になります。平成19年度茨城
　　県の平均値は13.0％です。
Ｑ：介護従事者処遇改善臨時特例基金積立金の内容は。
Ａ：平成20年度国の臨時交付金を補正いたしました。平成21年度1,214万8,099円を、平成22年度
　　623万1,974円を第１号被保険者の介護保険料負担軽減に、その他周知等に196万1,800円支出
　　予定で、基金積み立てといたしました。
Ｑ：加茂・牛渡地区の下水道加入率アップのため
　　努力をしてもらいたい。
Ａ：合併浄化槽か単独浄化槽なのか処理方法を聞
　　き、何故接続できないか、合わせて調査をしな
　　がら、地域の加入促進を行っています。
Ｑ：県中央用水、県西用水からの水の供給について。
Ａ：契約水量について、県中央用水が日量1,400立方
　　メートル、県西用水が日量4,600立方メートル、
　　基本はこれを超えない範囲で各月毎に企業局へ水量を申し込みます。
　　年間の受水量が契約水量を下回った水量での申し込みという状況になっており、不足分を
　　地下水で賄っております。安い地下水を有効利用し、営業費用を極力抑えたいということ
　　です。
Ｑ：土浦･千代田工業団地への給水開始はいつからか。収益はどれ位を見込んでいるか。
Ａ：現計画では平成23年までに整備を完了し、平成24年からとなります。また、年間4,000万円
　　程度の収益が見込まれると思います。

決算審査特別委員会



� �

総 務 委員会

委員会付託案件の審査　（9月4日開催）

【付託案件】
◦かすみがうら市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正
　する条例の制定について
◦かすみがうら市税条例の一部を改正する条例の制定について
◦平成21年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）
◦財産の取得について

【審査内容】
Ｑ：消費生活相談員を増員する理由は、相談件数が今後増えるということか。
Ａ：平成20年度は、市消費生活センターへの相談件数は76件あり、県へ直接相談が291件ありま
　　した。市街化区域・稲吉区域からの相談が多く、この地域への設置が必要であることから、
　　勤労青少年ホームに増設して対応するものです。
Ｑ：債務負担行為「固定資産土地評価資料整備業務委託」について、限度額3,400万円の算出基準、
　　根拠等は。委託先についてはどうか。
Ａ：３年間の業務であり、今年度1,264万１千円は既に予算議決をしており、22年度1,064万７千
　　円、23年度1,071万２千円の金額を算定しております。
　　22年度の主な内容は、公図の加除修正300万円、画地データの修正業務50万円、固定資産賦課
　　資料作成557万円となります。
　　発注はこれから、指名競争入札によるプロポーザル方式を考えております。
Ｑ：高規格救急自動車・高度救急処置用資機材購入後の維持管理費について伺う。
Ａ：車両については、普通乗用車と同じ経費です。資機材については、通常の消耗品であります
　　ので特別な経費はかかりません。

【所管事務調査】
◦旧志士庫保育所の処分について
◦霞ヶ浦庁舎建設工事について
◦定額給付金給付事業について
◦かすみがうら市総合防災訓練について

【調査内容】
◦定額給付金給付事業について報告
　全体事業として、１万6,539件、金額は６億8,796万４千円です。
　８月末現在、交付申請書の受付状況は１万6,036件で、97％の受付が終了しております。
　給付状況は１万5,996件、96.7％の給付率となりました。未申請につきましては、２回催促通
　知をしております。

　　　　　　　　　　　　　閉会中に行われた委員会（10月16日開催）

　　　　　　　　　　　　　　　　　【調査項目】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◦霞ヶ浦庁舎建設の進捗状況について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・進捗状況現地調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◦総務委員会の所管に関する事項について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・入札の手順について

▲かすみがうら市消費生活センター

▲霞ヶ浦庁舎建設現地調査

委員会活動
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文教厚生委員会

委員会付託案件の審査　（9月4日開催）

【付託案件】
◦平成21年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）
◦平成21年度かすみがうら市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
◦平成21年度かすみがうら市老人保健特別会計補正予算（第１号）
◦平成21年度かすみがうら市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
◦平成21年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第１号）
◦教育予算の拡充を求める請願

【審査内容】
Ｑ：生活保護費の住宅手当緊急特別措置給付金について。
Ａ：景気悪化により住宅を喪失もしくは喪失のおそれのある者に対し、住宅手当を支給するも
　　のです。一人当たり１箇月３万６千円を家賃分とし、基準額×３個月分の予算計上をしま
　　した。
Ｑ：女性特有がん検診委託について伺う。
Ａ：21年度国の補正予算により、全額補助により子宮がん･乳がんの検診を実施するものです。
　　該当者にがん検診案内書、検診手帳、クーポン券を郵送します。
Ｑ：インフルエンザ予防接種について。
Ａ：季節性インフルエンザの予防接種は、65歳以上が対象となります。
　　新型インフルエンザは、決定はしておりませんが、全市民対象ということで、基礎疾患等を
　　持った方、あるいは若年層を優先して考えていかなければならないものと思います。
Ｑ：地域介護･福祉空間整備等施設整備補助金について、市内全域の施設はスプリンクラーの設
　　置がされているのか。
Ａ：市内にグループホームが10箇所あり、現在、４箇所のグループホームが21年度中の整備を希
　　望しております。スプリンクラーについて、275平米以上の小規模施設については、平成23
　　年度末までに設置が義務付けられております。
Ｑ：生活･介護支援サポーター養成事業委託について伺う。
Ａ：千代田地区１施設、霞ヶ浦地区１施設、計２箇所の在宅介護支援センターに委託をします。
　　地域の介護支援サポーターを養成して、地域で高齢者の生活を支えるシステムを構築する
　　もので、両地区20名ずつ募集をし、４日間の養成講習をする予定です。

▲サンシャインつくば ▲プルミエールひたち野

委員会活動
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委員会付託案件の審査（9月4日開催）

【付託案件】
◦かすみがうら市同意企業立地重点促進区域における緑地面積率等を定める条例の制定につい
　て
◦かすみがうら市企業立地促進条例の制定について
◦かすみがうら市産業活動の活性化及び雇用機会の創出のための固定資産税の特例措置に関す
　る条例の一部を改正する条例の制定について
◦平成21年度かすみがうら市一般会計補正予算（第２号）
◦平成21年度かすみがうら市下水道事業特別会計補正予算（第１号）
◦平成21年度かすみがうら市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
◦平成21年度かすみがうら市水道事業会計補正予算（第１号）
◦「気候保護法（仮称）」の制定を求める請願書
◦農地法の「改正」に反対する請願

【審査内容】
Ｑ：緑地面積率等を定める条例について、特に土浦・千代田工業団地については、土浦市に跨っ
　　ていますが、土浦市の取り組みはどうなのか。
Ａ：緑地面積率を下げる内容については、土浦市と話をし、同じ考えであるという状況の中で了
　　解をいただいております。
Ｑ：粟田橋改修工事、事業費精算金について。
Ａ：総額７億915万３千円。うち茨城県３億5,098万３千円、かすみがうら、石岡両市で３億5,817
　　万円負担となり、結果、差額がでましたので精算するものです。
Ｑ：下水道費、排水整備の委託金について伺う。
Ａ：調査委託金については、使用料を徴収していないと
　　ころを精査し、１棟ごと現地調査を行うものです。
Ｑ：加茂地区下水道事業の加入について。
Ａ：４月に該当世帯の事業要望はとりました。
　　その後、事業の説明と３年以内の接続要望を、高い
　　確率でいただきました。３年以内の接続、さらには
　　下水道の支援接続を積極的にＰＲしながら進めて
　　いきたいと考えています。
Ｑ：「気候保護法（仮称）」について。
Ａ：まだ法案の段階で、これから成果がなされるという
　　ものです。京都議定書に伴って温室効果ガスの排出削減をする、中長期的に目標を立てて
　　削減に取り組みをするという内容で、将来的なものについて中長期的な仕組みをつくると
　　いう法案です。
Ｑ：農地法の「改正」について。
Ａ：農地法の一部を改正する法律につきましては、第171回国会で成立しており、平成21年６月
　　24日に公布されております。
　　農業者の地位の安定と食料の安定供給を図るため、生活基盤である農地について転用規制
　　の厳格化によりその確保を図るとともに、農地の面的な利用集積をはかる事業の役割等に
　　よりその有効利用の促進をめざすものです。従来の所有という考え方より、利用するとい
　　う方針に転換して、今後農地制度を見直すという内容です。

産業建設委員会

▲土浦・千代田工業団地

委員会活動
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国
保
税
の
資
産
割
の
公
平
性
改

　
　

善
に
つ
い
て
、
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
民
部
長　

本
市
に
お
け
る
国

　
　

保
税
算
定
割
合
は
、
医
療
分
に

お
い
て
所
得
割
59
、資
産
割
12
、均
等

割
19
、平
等
割
10
と
な
り
、標
準
基
礎

課
税
割
合
で
あ
る
応
能
率
と
応
益
率

の
50
対
50
に
対
し
、
71
対
29
と
な
っ

て
お
り
、
結
果
的
に
中
間
所
得
者
層

や
資
産
割
を
納
税
す
る
被
保
険
者
に

負
担
を
お
願
い
す
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
税
負
担
の
公
平
性
の
確
保

は
も
と
よ
り
、
国
保
会
計
の
健
全

性
、
さ
ら
に
は
健
康
保
険
制
度
自
体

の
維
持
に
も
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の

税
率
を
早
急
大
幅
に
改
定
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
す
。
課
題
を
整
理

し
、
見
直
し
を
検
討
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
　

法
人
市
民
税
に
よ
る
法
人
向
け

　
　

施
策
と
市
内
の
生
産
力
と
雇
用

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

今
回
、企
業
の
誘
導･

立

　
　

地
促
進
策
と
し
て
、
一
定
以
上

の
規
模
の
企
業
立
地
に
関
す
る
優
遇

策
を
定
め
た
条
例
の
提
案
を
い
た
し

ま
し
た
。
緑
地
面
積
率
等
の
緩
和
措

置
、
設
備
投
資
や
新
規
雇
用
の
助
成

金
、
一
部
区
域
に
お
け
る
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
期
間
の
延
長
な
ど

は
、
直
接
企
業
に
対
す
る
具
体
的
支

援
策
で
す
。
工
場
等
立
地
促
進
融
資

の
利
子
補
給
措
置
な
ど
の
支
援
策
も

含
め
ま
し
て
、
企
業
立
地
促
進
に
一

定
の
効
果
が
あ
る
の
で
は
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

質　問　事　項

１．常磐道の当市行政界看板リプレイス（置換）について
２．高速道路料金1,000円における秋行楽シーズンの当市対
　　応について
３．農業再生の基本施策と事業者の参入計画について
４．不況や団塊世代退職による税収減や医療費増となる財政
　　について
５．固定資産税と国保税の試算割の公平性改善について
６．法人市民税による法人向け施策と市内の生産力と雇用に
　　ついて
７．国保税が値下げとなる被保険者数の分岐点について

　
　

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
の
進

　
　

捗
、原
油･

肥
料
・
飼
料
と
な
る

作
物
の
選
定
の
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

市
長　

バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
と

　
　

も
な
り
ま
す
ス
イ
ー
ト
ソ
ル
ガ

ム
に
つ
い
て
、栽
培
す
る
に
は
特
に
問

題
は
無
く
、燃
料
以
外
に
も
地
力
回
復

の
た
め
の
緑
肥
作
物
と
し
て
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、耕

作
放
棄
地
を
再
生
す
る
た
め
の
一
つ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
担
い
手
育

成
に
つ
い
て
は
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
を
設
け
事
業
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
今
後
、異
業
種
や
企
業
等
新
た
な

事
業
者
の
農
業
参
入
に
つ
い
て
働
き

か
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
耕
作
放
棄
地
が
集
約
し
て
い

る
場
所
に
つ
い
て
は
、地
権
者
ご
と
の

個
別
訪
問
に
よ
り
、耕
作
放
棄
地
に
な

っ
た
要
因
と
今
後
の
意
向
調
査
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
意
欲
の

あ
る
農
業
者
が
育
ち
、し
っ
か
り
し
た

経
営
体
が
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、土
地
の

再
利
用
は
進
み
ま
せ
ん
。

　
　

公
共
施
設
の
禁
煙
対
策
に
つ
い

　
　

て
、
庁
舎
と
関
連
施
設
の
禁
煙

の
考
え
は
。

　
　

総
務
部
長　

現
在
、
市
内
各
公

　
　

共
施
設
の
利
用
状
況
等
も
考
慮

い
た
し
ま
し
て
、
殆
ど
の
施
設
に
つ

い
て
屋
外
に
喫
煙
所
を
設
置
し
、
分

煙
対
策
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

千
代
田
庁
舎
に
つ
い
て
も
、
防
災

セ
ン
タ
ー
入
り
口
の
喫
煙
所
を
公
用

車
車
庫
の
裏
側
に
移
設
い
た
し
ま
し

て
、
受
動
喫
煙
防
止
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

質　問　事　項

１．耕作放棄地再生利用についての進捗について
２．新作推進協議会の取り組みについて
３．市長公用車・議長公用車の廃止について
４．管理職の共働きのその後の対策について
５．公共施設の禁煙対策のその後の対策について

QA

QA

▲国保年金課窓口（千代田庁舎） ▲トレーニングファーム（深谷地内）

一　般　質　問

古
橋　

智
樹
議

員

圓
城
寺
正
道
議
員

国
保
税
の
資
産
割
の
改
善
に
つ
い
て

現
状
の
課
題
を
整
理
し
、見
直
し
を
検
討
す
る

QAQA

耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
は

集
約
地
に
つ
い
て
は
、地
権
者
へ
の
戸
別
訪
問
に
よ
り
、現
在
、意
向
調
査
を
実
施
中

QA

一 般 質 問

QA
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危
険
箇
所
の
デ
リ
ネ
ー
タ
ー

　
　
（
視
線
誘
導
標
）
設
置
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

土
木
部
長　

本
市
も
交
通
安
全

　
　

都
市
宣
言
を
し
、
交
通
事
故
の

な
い
社
会
を
願
い
、
関
係
機
関
と
の

連
携
の
も
と
、
交
通
安
全
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
の
交
通
事
情

か
ら
改
善
を
必
要
と
す
る
箇
所
に
つ

い
て
は
、
移
設
等
を
含
め
所
管
警
察

署
へ
要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
ま
す
。
今
後
、
デ
リ
ネ
ー
タ
ー
等

表
示
板
で
対
応
可
能
な
所
に
つ
い
て

は
、
現
地
を
確
認
し
な
が
ら
設
置
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
火

　
　

災
警
報
器
無
料
設
置
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
長　

本
市
に
お
い
て
、
一
部

　
　

障
害
者
の
方
や
生
活
保
護
世
帯

な
ど
に
対
応
し
て
い
る
事
業
も
あ
り

ま
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世

帯
を
対
象
に
実
施
し
て
は
お
り
ま
せ

ん
。
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し
て
、
有
効
な
事
業
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
実
施
し
て

い
る
市
町
村
を
参
考
に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
活
用
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
当
該
計
画
に
含

ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
事
業
の
熟

度
や
ニ
ー
ズ
、
効
果
な
ど
を
調
査

し
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

相
変
わ
ら
ず
霞
ヶ
浦
地
区
と
千

　
　

代
田
地
区
の
業
者
が
、
地
域
の

住
み
分
け
に
よ
る
入
札
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
一
種
の
談
合
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
落
札
率
も
95
％
前
後
と

高
く
、
こ
の
様
な
状
態
が
続
け
ば
談

合
組
織
体
制
が
復
活
す
る
恐
れ
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　
　

市
長　

住
み
分
け
の
問
題
に
つ

　
　

き
ま
し
て
は
、
私
と
し
て
は
想

定
に
基
づ
く
議
論
は
避
け
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
業
界

と
し
ま
し
て
も
恐
ら
く
地
元
の
仕
事

に
つ
い
て
は
関
わ
り
た
い
と
い
う
願

望
、あ
る
い
は
地
域
振
興
等
、そ
ん
な

気
持
ち
が
働
い
て
い
る
の
か
な
と
い

う
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

所
得
制
限
な
し
で
小
学
校
卒
業

　
　

ま
で
、
医
療
費
無
料
制
度
を
拡

充
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
。

　
　

市
長　

本
市
で
は
幼
児
に
対
す

　
　

る
医
療
費
の
一
部
負
担
金
を
補

助
す
る
県
の
事
業
に
加
え
て
、
市
単

独
事
業
と
し
て
一
定
所
得
以
下
の
世

帯
に
対
す
る
外
来
自
己
負
担
分
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
制
度
拡
充
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

は
お
り
ま
せ
ん
が
、
少
子
化
対
策
の

有
効
策
と
し
て
、県
、近
隣
市
長
の
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
ま
す
。

質　問　事　項

１．デリネーター（視線誘導標）設置について
２．困窮する父子家庭に対する経済支援策について
３．公園や道路の照明にＬＥＤ導入について
４．活力ある教育環境の整備について
５．１人暮らしの高齢者宅に火災警報器無料配布について
６．住民税の過払い防止のお知らせについて

質　問　事　項

１．入札制度の改善について、公正な入札の実現を図る施策
　　について
２．公共事業における発注者側の安全管理指導について
３．公共下水道のあり方について、特に加茂地区の下水道事
　　業を問う
４．国民健康保険の引下げ、保険税の軽減及び免除制度の拡
　　充について
５．子育てしやすい「かすみがうら市」をめざして
６．向原土地区画整理事業について
７．固定資産税の課税について（市民からの苦情について）

▲火災報知器

中
根　

光
男
議
員

佐
藤　

文
雄
議
員

視
線
誘
導
標
の
危
険
箇
所
へ
の
設
置
に
つ
い
て

対
応
可
能
な
所
に
つ
い
て
は
、現
地
確
認
し
検
討
す
る

QAQA
業
者
の
地
域
住
み
分
け
に
よ
る
入
札
が
続
い
て
い
る
。一
種
の
談
合
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う

業
界
と
し
て
地
元
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、関
わ
り
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

QAQA

一 般 質 問

QAQA
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閉会中に行われた特別委員会
神立駅周辺地区整備調査特別委員会
10月2日開催
調査項目
◦神立駅西口地区土地区画整理事業について
　・神立駅西口土地区画整理事業の進捗状況
　　について
　　　権利者同意取付状況
　　　今後の方針

　

議
案
第
71
号

　

か
す
み
が
う
ら
市
立
志
筑
小
学

校
校
舎
新
築
（
建
築
）
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

「
可
決
」

▽
平
成
21
年
10
月
８
日
に
一
般
競

争
入
札
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
請

負
契
約
を
締
結
す
る
た
め
、「
か

す
み
が
う
ら
市
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
」
第
２
条

に
規
程
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
お

平
成
21
年
第
３
回
臨
時
会
が
、10
月
28
日
開
催
さ
れ
、

提
出
さ
れ
た
案
件（
１
件
）を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

願
い
す
る
も
の
で
す
。

●第５回

かすみがうら祭に
参加しました

11月３日㈫　第１常陸野公園

　『議員そば』は、平成12年
の「旧ちよだまつり」に議会
として初参加し、平成15年名称を「議員そば打ち
愛好会」とし、合併後もこれらを引き継ぎ、現在、
節目の10年目を迎えました。
　本会は、かすみがうら市議会の議員等の有志に
より結成され、「議員と市民との交流を深め、地元
のそばを紹介し、ふるさとの再発見を促すこと」
を目的として参加し、そば打ちの実演・販売を行
っております。我々が、汗を流す姿により「政治」
を身近な存在として感じていただき、多数の方に
ご賞味いただいたことに感謝申し上げます。

▲JR神立駅前
▲志築小学校建築イメージ図

毎年好評の議員そ
ば

　 笑顔があふれま
す……

議員活動・臨時議会審議

平成21年　第３回臨時会



詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。

平
成
21
年

第
４
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

電話 0299（59）2111 内線 1302
ホームページ  http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/gikai/
メールアドレス  gikai@city.kasumigaura.ibaraki.jp

コ ラ ム

豆 お知らせ

編集後記

問い合わせ

辞
典 地

方
公
共
団
体
の

財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

　

平
成
19
年
６
月
22
日
に
成
立
し
た
こ
の
法
律
は
、

こ
れ
ま
で
の
普
通
会
計
の
決
算
を
対
象
と
し
た
単

年
度
の
収
支
だ
け
で
は
な
く
、
公
営
企
業
や
土
地

開
発
公
社
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
財
政
に
対
す
る
影

響
額
や
将
来
負
担
す
る
可
能
性
が
あ
る
負
債
見
込

額
、
公
営
企
業
の
経
営
状
況
を
反
映
し
た
比
率
を

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
て
議
会
に
報
告
し
、
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
全
体
の
損
益

計
算
書
・
貸
借
対
照
表
両
面
に
わ
た
る
財
政
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
決
算
以
降
、
財
政
状
況
が

悪
化
し
、
国
の
定
め
る
基
準
以
上
に
な
っ
た
場
合

は
、
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
が
義
務
付
け
ら

れ
、
同
計
画
に
沿
っ
た
改
善
の
取
組
み
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
財
政
破
綻
に
陥
る
こ
と
を
未
然
に
防

止
し
て
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

●
平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
し
た
、

　
　
　

か
す
み
が
う
ら
市
の
健
全
化
判
断
比
率
と

　
　
　

資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
、
『
広
報
か

　
　
　

す
み
が
う
ら
10
月
号
』
に
お
い
て
、
お
知

　
　
　

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

議
会
日
誌 ―

―
―
―
―
―
―
―
―

●
８
月
●

　

18
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　

20
日
　

政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員
会

　
　
　
　

小
委
員
会

　

25
日
　

議
会
運
営
委
員
会

●
９
月
●
　
　

　

１
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

１
日
〜
18
日
　

第
３
回
定
例
会

●
10
月
●

　

２
日
　

神
立
駅
周
辺
地
区
整
備
調
査
特
別

　
　
　
　

委
員
会

　

８
日
〜
９
日
　

県
南
市
議
会
議
長
会
視
察

　
　
　
　
　
　
　

研
修

　

16
日
　

総
務
委
員
会

　

19
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

土
浦
石
岡
地
方
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

一
部
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　

22
日
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

23
日
　

新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会

　

25
日
　

総
合
防
災
訓
練

　

27
日
　

議
会
運
営
委
員
会

　

28
日
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

第
３
回
臨
時
会

　

29
日
　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

　

●
11
月
●

　

３
日
　

第
５
回
か
す
み
が
う
ら
祭
参
加

　

４
日
　

県
南
市
議
会
要
望
活
動

　

６
日
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
27
日（
金
）

か
ら
開
会
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。会
期
日
程
に
つ
い
て
は
、お

知
ら
せ
版
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

議
会
と
執
行
機
関
の
権
限
は
明
確
に
区

分
さ
れ
、
相
互
の
牽
制
作
用
に
よ
る
調
和

の
上
に
、
民
主
的
で
公
正
な
行
政
運
営

の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
執
行
機
関
の
批
判
機
関
に

と
ど
ま
ら
ず
、
積
極
的
に
、
能
動
的
な
政

策
形
成
等
の
活
動
を
す
る
こ
と
を
制
度
的

に
保
障
し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
推
進
を
踏
ま
え
、
市
民
の

代
表
と
し
て
の
使
命
・
役
割
を
十
分
に
果

た
し
て
い
く
た
め
に
、
か
す
み
が
う
ら
市

の
立
地
条
件
を
活
か
し
て
、
経
済
、
社
会

の
変
化
や
国
の
政
策
を
厳
密
に
選
択
し
て

的
確
に
必
要
な
施
策
を
提
言
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

か
す
み
が
う
ら
市
は
、
西
に
筑
波
山
系

の
山
が
延
び
、
東
に
霞
ヶ
浦
の
素
晴
ら
し

い
環
境
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
や
、
農
地

の
荒
廃
化
の
問
題
、
神
立
駅
を
中
心
と
す

る
市
街
化
区
域
の
人
口
増
に
よ
る
学
校
施

設
の
整
備
、
他
方
、
減
少
傾
向
地
域
の
学

校
施
設
の
再
編
整
備
な
ど
課
題
も
あ
り
ま

す
。
議
会
の
論
議
も
、
毎
回
こ
の
こ
と
な

ど
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
議
会
提
案
の
審
議
結
果
や
、
各
委

員
会
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
　

井
坂
悦
司
　


